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英国議会いまだにEU離脱方針を絞り切れず 
（審査確認番号2019-TＢ14） 

 5月の欧州議会選挙の議席予測では与党：欧州人民党が第1党を維持する見通し。 
 大勢に変化はない見込みの一方で反EUなどを掲げる極右政党が議席を増加させる見通し。EU統合

深化改革への影響も。各会派の移民政策への公約にも注目度が高まる。 

2度目の示唆的投票でも離脱方針を絞り切れず 

～ 2度目の示唆的投票で可決できず～ 
 3月29日英国下院議会はこれまで2回否決されて
いたメイ首相の離脱協定案を否決しました。首相は
協定案支持と引き換えに辞任を表明していましたが、
十分な支持は得られませんでした。英国は先に
EU(欧州連合)と合意した4月12日までに離脱の方
針の明示が必要となり、合意なき離脱もしくは5月
の欧州議会選挙参加を含めた長期の離脱期限延期
(EUの承認が必要)の可能性が高まっています。 
 議会は3月27日に事態打開のため政府に対抗し、
8案の離脱方針への「示唆的投票」を行いましたが、
可決される方針はありませんでした。4月1日にも1
回目の投票結果を加味した4案(1つは追加案)の示唆
的投票を行いましたが、すべての案が否決されまし
た。示唆的投票に拘束力はなく、4案はEUとの合
意もないため、不透明な状況に変わりはないものの、
打開策を探る上で結果が注目されていました。   
～関税同盟残留が最も僅差で否決～ 
 議会は合意なき離脱の回避を可決しているため、
現実的には長期の離脱期限延期がメインシナリオと
想定されますが、今後の示唆的投票で方針が絞り込
まれたとしても政府による執行には困難も予想され
ます。与党保守党は分裂状態にはあるものの、3回
目の投票で首相案には277票の賛成が集まっており、
例えば関税同盟(3票差で否決)残留など第3国との自
由な貿易協定を放棄する“穏健すぎる”離脱方針に
与党から支持が得られるのか不透明な状況です。状
況を打破するため、解散・総選挙の可能性も指摘さ
れていますが、英国議会の解散は日本のように政権
側の意向では行えず、内閣不信任案の可決か下院で
の2/3以上の賛成多数で可決が必要となります。支
持率が下落している与党の中には解散ムードをけん
制する動きも出ているようです。離脱方針の明示期  

図表2：金利と為替の動き 

図表1：示唆的投票の決議結果  

 自身の進退をかけたメイ首相案が3回目の否決。離脱期限の長期延期がメインシナリオに。 
 議会は2度目の示唆的投票でも方針を絞り切れず、政治的な分断は深刻な状態に。英国の手詰まり

状態を受けて、欧州市場を中心にEU離脱問題がリスクとして存在感を増している。 

 
限が迫る中、現地ではまさにデッドロック(手詰ま
り状態)と報じられており、このまま時間が経過す
れば偶発的な合意なき離脱の可能性も指摘されてい
ます。ビジネス面や国民生活にまで影響が及ぶため
警戒感が一層高まっており、通貨ポンドや英国金利
は採決を控えた政治家の発言などに神経質に反応す
る展開となっています。世界的な景気減速への警戒
感が高まってからは欧州市場を中心に英国の離脱問
題がリスクとして存在感を増してきており、投資家
が固唾を飲んで見守る状態が当面続くと思われます。 

 
出所）図表1は各種報道資料、図表2はブルームバーグのデータを

もとにニッセイアセットマネジメントが作成 
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株式市場の動き 

 日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で
上昇しました。前週末の米株高や中国の経済指
標改善により投資家心理が上向いたことから、
週初は上昇してスタートしました。国内金融機
関の益出し売り等に押され小幅に下落する場面
もあったものの、その後は米中貿易交渉が合意
に近いとの期待感から週末まで上昇基調となり
ました。（週末引け値：21,807.50円）。 

 
 週間では、日経平均株価は2.84%の上昇、東証

株価指数は2.14％の上昇でした。   

（1）日本の株式・債券市場 

週間市場レポート 
（2019年4月1日～4月5日） 

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメントが作成 

債券市場の動き 

 日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
で上昇となりました。日経平均株価の上昇を受
け、相対的に安全資産とされる債券は、週を通
じて売りが優勢となりました（週末引け値：     
－0.029％）。 
 

 週間では、0.052%の上昇となりました。 

（審査確認番号 2019-TB26） 

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメントが作成 



市場の動き 

 米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で上昇
しました。中国との貿易交渉が合意に近づくと
の期待感から投資家心理が改善したことや、週
末に発表された雇用統計が市場予想を上回る結
果となったことなどを受け上昇しました。（週
末引け値：26,424.99ドル）。 
 

 週間ではNYダウは1.91％の上昇となりました。 

（2）米国の株式市場 

（3）外国為替市場 

市場の動き 

 米ドル/円相場は、前週末比で円安米ドル高と
なりました。米中貿易交渉が合意に近いとの期
待感や、米中の経済指標の改善を受け、世界経
済の先行きに対する過度な悲観が和らいだこと
から、投資家のリスク選好姿勢が高まり、週を
通じて円売り米ドル買いが優勢となりました。
（週末引け値：111円65銭～75銭）。 
 

 週間では米ドル/円は0.78％の円安、ユーロ/
円は0.76％の円安となりました。 

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメントが作成 

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメントが作成 
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